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ステップ１

壁面に掲示してご活用ください

シリーズ「ここが大切 授業づくり」～図画工作編～
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←過去の「共に歩まん」はこちら

育成を目指す資質・能力を明確にしましょう
題材を通して，どのような資質・能力の育成を目指すのかを，小
学校学習指導要領(平成29年告示)解説 図画工作編P.146〜
P.147の指導事項から確認します。

〔共通事項〕から，児童に理解してほしい造形的な視点を明確にしましょう

児童の興味・関心や，共通に体験している活動などから題材を決め出しましょう

育成を目指す資質・能力を確認すると，どのような授業を行えばいいのかイ
メージがつかめるよ。また，造形的な視点に着目できるようにすることで，形や
色を基に「思考力，判断力，表現力等」が育まれるようにするんだね。

ステップ３

子どもたちに育んでほしいと思っている力を基に，育成を目指す資質・能力を確認すると，
今回は「ア 造形遊びをする活動」ではなく，「イ 絵や立体，工作に表す活動」を考え
ればよいことが分かるね。

「絵や立体，工作に表す活動」として，どのような活動をしたらいいのかな？

１・２年生の〔共通事項〕を確認すると，児童に理解してほしい造形的な視
点は形と色だね。だからこの題材では，形に着目しながらつくりたい楽器にす
るための箱や容器を選んだり，色に着目しながら楽器にぴったりの模様を考え
たりする学習活動を位置付けよう。

小学校２年生の児童に，想像したことから表したいことを見付けたり，どう表すかを考えたり
する力を育んでほしいと思っているのだけど，どのような授業をしたらいいのかな？

音楽の時間に，いろいろな楽器の音を鳴らすことに興味をもっていたな。教
科書の題材を参考に，身近な材料で音のなる楽器をつくる工作の題材「音づく
りフレンズ」を設定しよう。

（P.146の抜粋より）

A表現(1)イ （「思考力，判断力，表現力等」に関する資質・能力）
絵や立体，工作に表す活動を通して，感じたこと，想像したことから，表したいことを
見付けることや，好きな形や色を選んだり，いろいろな形や色を考えたりしながら，
どのように表すかについて考えること。

ただつくるだけでなく，子どもたちがどのような視点でつくればいいのかな？

ご意見はこちら→


